ていた フランス 兵た ちが 生きながら 瞬間に 爆弾の 土砂 

に 埋められた。 

更に 一 お -— ド ほど 登った 前方の 草の 間に、 金の 輪で 

も 落ちて いるよう に 光 を 放って いるものが ある。 こご 

んで それ を 眺め、 私 は 覚えず 息をつめた。 

おお これ は 一 つの 小さい 銃口であった。 生きながら 

埋められた 生命が 無限の 思い を 側々 と息づ いている 口 

である。 目 をと めた もの は 思わず 心 を 動かされ、 その 

訴える ことの 深い 可憐なる 銃口 を 撫でずに はいられな 

い。 ひとりでの 力に つき 動かされて している 自分の 振 

舞いに 心 付いて、 私 は 幾千の 手が この 忘れる こと 難い 
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